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＜連絡事項＞
・地震の影響によりボイラー故障中。
・入浴について12/14（日）（午前女性、午後男性）西病棟の浴室で行う予定。
　12/15（月）以降の入浴も月・水・金の13：00～17：00に西病棟で行うため、東Ｄ→メンタル
ケア病棟エレベーター→西病棟浴室の経路で、離院行為に注意して誘導をお願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・
【転出】
・長谷川 実千代様～東病棟D17号室→西病棟A48号室

【ユニット移動】
・

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　せい子様～

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・福村　秀吉様～終日隔離中。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～自室で過ごしている。落ち着きなく自室内を歩き回っていることあり。
対面時は眼光の鋭さあり。


＜入院患者様情報①＞
[bookmark: _GoBack]　氏　　名：新木　鈴藏（すずき　しんぞう）様　
　生年月日：昭和7年7月28日(93)
　病　　名：認知症
　合 併 症：なし
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット４号室

　＜経過＞
　現在、特養「ハピネス名川」ショートステイロング利用中。以前は独居生活であった。頑固で易怒的な性格。令和5年頃にはコンビニエンスストアから自宅へ戻れなくなる、運転中に道路ではない場所に突っ込んでいく等の行動を認め、大里脳神経クリニックにてアルツハイマー型認知症の診断がついていた。しかし本人に治療意思はなく服薬も拒否していたことから定期通院はなく、介護更新の際のみの受診であった。令和7年夏に熱中症で入院となったことを機に同年8月より特別養護老人ホーム「ハピネス名川」のショートステイ利用を開始。当初は目立った問題行動はなく過ごしていたが、同年11月頃より共有の冷蔵庫を自身のものと言いだし他利用者とトラブルになることや、ここは家はじゃない等の発言が多くなり、落ち着きのなさや易怒性が悪化した。軽い床ずれもあり、区分変更が検討され、大里脳神経クリニックへ意見書依頼するが定期的な通院をしていないことから作成を断られ、近医の川守田外科胃腸科を受診して意見書が作成され要介護3へ変更となった。ショートステイの対応では上記認知症症状の対応は困難であり他施設も長期入所の枠はなく、また、本人にも治療の意思はないことから入院治療を希望。症状改善及び施設入所のため、本日東病棟Ｃユニットへ医療保護入院。

